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白水 の 「 原 色 台 湾 媒 類 大 図鑑 (1960)] に よれ ば , “本 種 [シロ スジ マダラ] は 一 般 に タテ ハチ ョ ウ 科 に 入れ られ 
て きた と と が 多い が , その 8 交尾 器 の 形態 や 成虫 の 習性 は ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 ・ ワ モン チョ ウ 科 の 種 に より 近い ・. 
Penthema 属 の 8 交尾 器 の 形態 が ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 の 種 に 類似 し て いる と と は 早く Fruhstorfer (1912) が 指摘 し て 
お り , また 柴 谷 答 弘 博士 (1947) も 8 変 尾 器 の 形態 か ら 本 届 を ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 に 入れ る べき と と を 主張 し て いる 。c“ 
と ある . また 福田 は 1968 年 8 月 , 台湾 で 本 種 の 幼生 期 の 一 部 を 観察 し , 1970 年 本 会 大 会 に お いて 食 草 , 産卵 行動, 
若 齢 幼虫 , 食 疹 な ど に つい て 報告 し て いる が , 私 は 「 や どり が 」 63 号 で その 講演 相 旨 を 見 た の み で , 直接 講演 を 間 
く こ と と が 出来 な か っ た . 同 1968 年 7 月 , 福井 大 学 の 常 木 勝 次 博士 と ex 調査 に 台湾 南部 台東 県 知 本 潤一 帯 採集 の 
お り リ ョ クチ ク Leleba Oldhemi に 産卵 する シロ スジ マダ ラ を 目撃 し た が , 飼育 失敗 し た . その 後 数 回 採卵 を 試み 
た が 産卵 せ ず , な か な か 飼育 する 機会 に 恵まれ な か っ た が , 1973 年 4 月 21 日 , 台湾 北部 横 叶 公路 一 帯 昆虫 相 調 査 の 





























Figs. 1-5. Me “formosanum Rothschild シロ スジ マダ ラ 幼 虫 の 頭 (スケ ー ル は 1.0 mm を 示 
す ) : (1) 第 1 齢 , (2 ) 第 2 齢 , (3) 第 3 齢 , (4) 第 4 齢 , (5) 第 5 ( 終 ) 齢 . 
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Figs. 6-12. Penthema formosanum Rothschild シロ スジ マダ ラ :(6 一 9) 第 1 >2 齢 幼虫 授 食 模 
式 図 ; 10 一 12) 里 腹 面 , 側面 お よび 背面 図 . 














お り に , 産 屋 を 目撃 する 好 運 に 下 ま れ , と れ を 飼育 , 羽化 に 至ら す と と が で きた の で その 概略 を 報告 する . 

1973 年 4 月 21 日 , 晴天 , 45" も あろ う 急 な 坂道 を 登っ て いた 時 , 植林 され た ケイ チク (タイ ワン マッ ダケ) Phyllo- 
stachys makinot の 林 を パタ ノバ タ 飛 ん で いる 母 媒 に 気がつき し ば らく 観察 し て いた と と ろ , 地上 1.5m 程 の 葉 裏 に 直 
接 と まり 産卵 し , 3 て 4 秒 後に は な れ た . 産卵 時 に は , 腹部 を まげ 頭 部 は 葉 の 先端 に 向け て いた . 真珠 様 の 淡 緑 色 
光沢 を 持っ た 卵 を 1 粒 だ け 産 卵 , 一 度 に 1 粒 と 言う 習性 は , 先 に 知 本 渓 で も 観察 し た し , 福田 (1970) も “日 本 産 
ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 で は 類例 を みな い ” と 報告 し て いる . また 飼育 に 際 し て 与え た 食 草 は , 産卵 時 に 使用 され た ケイ 
チク , リョ クチ ク な ど 以 外 に , 福田 の 報告 に も 見 られ る よう に 与え れ ば ほか の タケ 科 植 物 も 食べ る . 

幼虫 の 形態 : 幼虫 頭 部 の 形態 は fgs. 1-5 の と お り で , 尾 端 の 二 叉 し た 突起 は 頭 部 の 角 状 突起 に 比例 し て 齢 を 増 
すご と に 長く な る . 胴 部 は な めく じ 形 , 終 齢 時 に 緑色 より 一 変 し て 肖 褐 色 と な る . 飼育 数 が 少な か っ た た め よ くわ 
か ら な い が , 緑色 型 の も ある も の と 思わ れる . 終 只 末 期 に は 体長 95 mm と な り , それ より 羽化 し た 1 ? は や ゃ 小 
型 で も あっ た の で , 野外 の 自然 状態 で は 100 mm 程度 と な る と 思わ れる . 

幼虫 の 習性 : 4 月 21 日 産卵 され た 卵 は , 4 月 26 日 に 茶褐色 の 頭 部 が すけ て 見 える よう に な り , 27 日 13 時 半 に 騰 
化 が 始ま っ た . 産卵 され た 時 間 が 13 時 20 分 だ っ た の で 卵 期 は まる 6 日 間 で あっ た と と に な る . 初 齢 幼虫 は 財 化 後 卵 
殻 を 食べ つく し 葉 裏 の 先端 で 休止 , 約 2 時 間 後 葉 表 へ 廻り 摂 食 を 始め た . 摂 食 の 仕方 は fgs. 6-9 を 参考 され た い . 
摂 食 時 以外 の 時 間 は , 幼虫 は 常葉 の 矢 端 付近 に 頭 部 を 上 方 に 向け て 静止 する が , 細く 食べ 残し た 葉 の 紺 状 部 に 位 
置 す る 習性 は 福田 の 報告 に も ね ある と お り で , タテ ハチ ョ ウッ 科 の 一 群 と 類似 し た 感じ を 受け る . と の 習性 は 幼虫 の 成 
長 が 進み 体形 が 大 きく な る まで , すなわち 2 齢 末期 まで 続く . また 静止 に 使用 され る 葉柄 は 吐 糸 で 枝 に 固定 され 
る . その 後 付 近 の 葉 表 に 移り 終 齢 まで 葉 表 生活 を 送る が , 静止 に 使用 され る 葉 は , その た び ど と に 吐 糸 で 加 強 し 枝 
に 固定 され る た め , 昌 化 後 衝 の 葉 が 枯れ て も 脱落 の お それ は な い . 

幼虫 の 行動 は 緩慢 で , そろ り そ ろ り と 移動 する 状態 は We 属 と 類似 し , ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 の も の に は 似 て い 
な い . 

商 化 位置 に は 葉 の 中 脈 は 利用 され ず 側 端 を 吐 糸 で 固め だ ら り と 垂下 する が , 通常 頭 部 を 字形 に も た げ る と と は 
な い . 遇 化 後 も 頭 部 角 状 突起 の 形状 は その まま 残 互 し て いる (fgs. 10-12). 

飼育 経過 の 1 例 を 示す と 次 の よう で ある . 1973 年 4 月 21 日 産卵 同 4 月 27 日 里 化 , 5 月 2 日 2 齢 , 5 月 8 日 3 貞 , 
5 月 17 有 日生 師 , 5 月 26 日 5 齢 , 6 月 13 日 前 帳 , 6 月 15 日 幅 化 , 6 月 25 日 羽化 . し た が っ て 卵 より 成虫 まで 66 日 間 を 
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要 し た と と に な る . 福田 は 推定 6 齢 と し て いる が , 実際 に 3 て 4 齢 , 4~5 齢 に 各 9 日 間 , 5 齢 に 18 日 間 を 要 し 。, 
幼虫 越 人 の 他 の 種 を 除け ば 異常 に 長い 幼虫 期 で あっ た . 5・6 月 の 台湾 北部 は 平均 気温 が 約 26°C も あり 幼虫 の 成 
長 に は 好適 で , 自然 状態 に お いて も と の 期間 は 正常 な も の と 思わ れる . 
成虫 の 出現 期 : 台南 県 関 子 嶺 で 4 月 上 旬 , 北部 横 貫 公路 で は 4 月 中 旬 に 新鮮 な 個体 が 見 られ , 南部 の 知 本 付近 で 
は 7 月 上 旬 に 産卵 を , 北部 横 吐 公路 で は 8 月 上 旬 に 新鮮 な 個体 を 観察 し て いる . 手もと の 標本 の デー タ と 文献 を 調 
べ て 見 る と 2 化 の 可能 性 が 強く , 台湾 南部 で は ある い は 3 化す る か も し れ な い . 

お わり に 紙面 を 借り て 日 頃 か ら 御 指導 を 仰い で いる 九州 大 学 教授 白水 隆博 士 に 深謝 する . 
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